
 
 

 

 

 

 

 キョウガノコは高さ 60～150cm になり、

半日陰のところが好きで、こんもりとした株を

つくる多年草です。 

 葉は手を広げたようなモミジの葉を大きくし

たイメージで、葉の縁のギザギザは小さいもの

から大きなものまであります。葉柄に付く側小

葉は０～６対で、小さく、時に 1mm 位しかあ

りません。托葉は草質で長さ 10～18mm、平

たくて細長く、先が尖り、基部はやや広くなっ

ています。 

 花は６～８月頃に咲き、花茎の先端が数回分岐（単出集散花序）し、それぞれの分岐した

花茎に４～５ｍｍの小さな花がたくさんついて、紡錘状になり、花色は少し紫がかった鮮や

かなローズピンク色です。さらに紡錘状の集合花が数個～10 ほど集まり、巨大な変形した

金平糖のような形をつくり、咲くとフワフワした見た目になります。このフワフワとした感

じは動物のしっぽの柔らかい毛のようで、茶花として人気があります。 

 キョウガノコは人が交配した園芸種説、自然交配説があり、いずれも交配親はシモツケソ

ウとコシジシモツケソウでないかという説もあります。また、原産

種としている説もありますが自生しているところは見つかっていま

せん。意外にも、定かな説は無く、明確な来歴は判っていません。 

 キョウガノコに似た植物にシモツケソウとシモツケがあります。

3 つとも同じバラ科の植物です。キョウガノコとシモツケソウは同

じシモツケソウ属の多年草で地上部は冬に枯れてしまいます。シモ

ツケソウは関東以西の野山に生育する多年草で花時期、花茎が数回

分岐して先端に数十個の花を紡錘状にたくさんつける所も似ていま

すが、キョウガノコより小さい株に育ち、葉の形は似ているものの

鋸歯が不明瞭で丸みを帯びています。シモツケはシモツケ属の落葉

低木で、高さ 1.5ｍほどになり冬でも茎が残ります。花は６～８月

に咲き、小さな花が数多く付き、３～10ｃｍほどの集合花を作る

ところが似ています。シモツケは葉の形がまったく異なり、一枚葉

が茎に互い違いについています。 

ちなみにシモツケの名は下野国（栃木県）に多く自生していること

から、シモツケソウはシモツケに似ていることから名付けられそう

です。 
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6 月の園芸作業 
 
 

 

       

 

 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

☆百合が原公園 772-3511 毎週 木、日 

☆平岡樹芸センター 883-2891 毎週 水、土 

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

※積雪により実際の作業時期と異なる場合がございます。 

園芸 Q＆A 

Q 観葉植物の挿し木に挑戦してみたいと思いますが、いつどのようにしたらよいでしょうか？  

A 発根しやすい挿し床の温度は 23～25℃くらいで、6 月は挿し木に最適な時期です。また植え替

えや剪定も適期のため、その際に出た枝などを利用してもよいでしょう。挿し木に用いる用土は切り

口からの雑菌の増殖を防ぐため、有機物や肥料分のない清潔なものを利用します。（赤玉土、鹿沼土、

バーミキュライトなど） 

〈挿し木方法〉 

① 元気のいい枝を選び、先端から 2～3 節残るように切

り、挿し穂を作る。水の吸い上げを良くするため切り口

を斜めかくさび形にカットし、１時間以上水揚げする。

（発根促進剤を利用するのも効果的） 

② 葉が大きいものは 1/2～1/3 にカットするか、葉数を減らす。 

③ 用土を予め水で湿らせておき、割りばしなどで穴をあけてから切り口を傷つけないよう茎の節が

埋まるよう挿す。用土と挿し穂の間に隙間が出来ないよう密着させましょう。 

④ 葉からの蒸散を抑えるため半日陰に置き、発根まで土を乾かさず、挿し穂が動かないよう管理。 

〈挿し木しやすい植物例〉 

フィカス類（ゴムの木、シェフレラ、ベンジャミン、ガジュマルなど）、ドラセナ類、パキラ、ポトス 

上旬 中旬 下旬

摘果

袋掛け

定植

病害虫防除

置き場所（戸外管理）

置き場所 カトレアは最低15℃以上で50～60％遮光できる所に戸外出し。コチョウランは室内管理

デンドロビウム・シンビジウムは最低10℃以上で日当たりの良い場所に戸外出し。

室
内
園
芸

鉢
花

5月に植替えられなかったものは早めに行う。挿し木の適期。剪定枝も利用可能

遮光 セントポーリア、ストレプトカーパスなどはカーテン1枚越しの光で直射日光を避ける

洋
ラ
ン

観
葉
植
物

置き場所（戸外管理） 陽性の植物は順化させながら戸外へ。アジアンタム、ポトスなど陰性植物は室内

施肥 置き肥・液肥を規定量与える。植替えたばかりのものは1カ月あける。

植替え・株分け ゴム、シェフレラ、ベンジャミン、シダ、ペペロミアなど暑くなる前に早めに行う。

水苔が乾いたらたっぷり灌水。施肥は液肥主体だが、シンビジウムは置き肥も併用
サ

ボ

テ

ン

・

多

肉

植

物

戸外管理は雨除けをした風通しの良い日なたで管理。室内では出来るだけ日に当てる。

作 業 時 期
作業内容

庭
木
・
花
木

イチイ・マツ類の移植、定植は中旬まで。翌年移植予定木の根回しは上旬までに。

クロマツ・アカマツ・ゴヨウマツなどは新芽が手で折れる間にみどり摘みを行う。

屋
外
園
芸

移植・定植・根回し

ジャガイモは土寄せも兼ねて追肥を行う。除草はこまめに

果樹全般は適用のある薬剤で濃度と回数を守って薬剤防除を行う。

リンゴ、ナシ、モモなど、袋掛けをする。

キュウリ・トマト・豆類（つる有り）など。生長に合わせて誘引し、不要な脇芽は摘む

野
菜

トマト、キュウリ、ナス、ピーマン、シシトウなど定植。風よけを施す。

花
壇

コスモス、ハボタン、ケイトウ。アサガオ、ヒマワリなども6月中まで種まき可能

芝
生

種まきは6月上旬まで。芝張りは暑くなる前に済ませる。

5～6cm伸びたら3cmに刈り取る。肥料散布後、降雨の無い時は充分に灌水する。

マリーゴールド、ペチュニア、ベゴニアなど定植。直播一年草類は間引き

支柱立て・誘引・脇芽摘み

種まき

果
樹

追肥・除草

掘り上げ クロッカス、チューリップ、スイセンなど、葉が1/3～1/2ほど枯れたら掘り上げ

定植・間引き

種まき・芝張り

刈り込み・施肥・灌水

モモ、リンゴ、ブドウ、ナシ、プルーンなど。果樹の種類や品種に合わせた果実数に摘果する

剪定と整枝 コデマリ、ユキヤナギ、レンギョウ、ツツジ類は花がら取りを兼ねて花後すぐに行う。

刈り込み イチイ、シンパク、サワラ、ツゲなどの生垣、玉仕立ては刈り込み。

みどり摘み・芽摘み

挿し木・植替え・剪定

施肥 置き肥・液肥を規定量与える。植替えたばかりのものは1カ月後から与える。

置き場所

施肥

植替え・挿し木 アデニウム等サボテン・多肉植物植替え。剪定した枝は挿し木も可能

灌水・施肥

挿し木・取り木 ゴム、ドラセナ類、シェフレラ。発根率が最も高くなり多くの種類が作業の適期

液肥、置き肥などを与えるが、ごく少量にとどめる。

置き場所（戸外管理） 戸外へは植物の順応性に合わせて行う。日焼けしないよう順化させる。

赤い線で切る 葉を切った 

節まで埋める 





  

イベント情報（6 月～7 月） 


